
令和４年度事業報告 
 

 

【事業実績の概要】 

項 目 今年度 前年度 

正会員数 
５９８人 

（入会 59人、退会 73人） 

６１２人 

（入会 67人、退会 78人） 

粗入会率 ４．３２％ ４．３７％ 

賛助会員 
６８ 団体 

（入会１、退会４ ） 

７１団体 

  （入会５、退会９） 

契約金額 ３２２,２５９,５８１円 ３３０,９９８,６４０円 

うち一般事業 ２５２,７６７,５５８円 ２５２,４２９,５９２円 

派遣事業 ６９,４９２,０２３ 円 ７８,５６９,０４８円 

契約件数   

一般事業 ４,９１９件 ５,０３４件 

派遣事業 ４３件 ４９件 

就業延日人員 ９９,９７８人日 １０６,４４５人日 

うち一般事業 ８５,４７０人日 ９０,３１５人日 

派遣事業 １４,５０８人日 １６,１３０人日 

就業実人数 ７１０人 ７１７人 

うち一般事業 ５５９人 ５６２人 

派遣事業 １５１人 １５５人 

就業率（一般） ９３．５％ ９１．８％ 

傷害事故件数  ０件 ０件 

賠償事故件数 ０件 １件 

 

正会員数は、多くの会員の協力による友人、知人への入会勧誘や２月から

３月の入会促進キャンペーンなどの取組みを進めましたが、全国的な少子高

齢化や企業の定年延長、再雇用の定着等による若年層入会の減少傾向に加え、

令和２年から続く新型コロナウィルス流行の影響もあり、対前年比で１４人

が減少し５９８人となりました。 

契約金額については、新型コロナウィルス流行の影響から一定程度回復し

てきてはいるものの諸物価高騰などの要因もあり受注件数が伸びず、令和３



年度の実績と比べると、一般事業で約３３８千円の微増、派遣事業で約９,０

７７千円の減、全体では約８,７３９千円の減となっています。 

傷害事故については、平成２９年７月１日から無事故が継続しており、令

和４年度末日現在で、無事故継続は２,０９９日となっています。 

 

以下、令和４年度事業計画で掲げた項目に沿って、実施状況を報告します。 

 

１ 新会員の入会促進 

入会説明会の開催や広報誌、ホームページでの会員募集のほか、次の取組み

を実施しました。 

（１）会員による入会勧誘の推進 

    令和２年度から取り組んでいる会員紹介カードによる友人、知人への

入会勧誘を継続して推進しました。その結果、会員の紹介による入会者は、 

２５名となっています。 

（２）入会促進キャンペーンの実施 

    ２月と３月をキャンペーン期間に設定し、市広報誌への広告掲載や３

月４日には、事業部会委員によりショッピングモールＶＩＯでキャンペ

ーンチラシを配布するなど入会促進に努め、期間中に新たに１７名が入

会されました。 

（３）市の６５歳到達者介護保険制度説明会での会員募集チラシ配布 

    市の健康長寿課の協力をいただき、毎月の説明会時にチラシを配布し

ました。 

（４）県シ連事業の活用 

    福井県シルバー人材センター連合（以下「県シ連」という。）が実施す

る「高齢者活躍人材確保育成事業」を活用し、独自事業等の就業体験や広

報おおのへの広告掲載を行い、入会促進に努めました。 

 

２ 就業機会の確保・拡大 

（１）就業相談会の開催、就業情報の提供 

偶数月最初の平日に事業部会委員による就業相談会を開催するととも

に、事務局だより「瓦版」（以下「瓦版」という。）の「就業会員募集」コ

ーナー、ホームページの「就業情報」のページなどに就業者募集情報を載

せ情報の提供に努めました。 



（２）会員一人ひとりの協力 

就業機会の確保・拡大のため、会員一人ひとりが仕事の紹介や自身がシ

ルバーを利用する運動を継続して行っています。今年度は、延べ５４名の

会員から協力がありました。協力会員のお名前を瓦版で紹介しています。 

（３）広報誌の活用 

会員機関紙「シルバーアンテナおおの」（以下「シルバーアンテナおお

の」という。）で市内事業所や市民の皆さまに会員が行っている仕事を周

知して、会員の増加を図るとともに、就業機会の開拓・確保に努めました。 

 

３ 独自事業の推進 

安定した就業機会の確保と地域住民の期待に応えるため、会員の創意と工

夫により、１８の独自事業を展開しました。 

年間実績金額は、コロナ禍ではありましたが、６次産業化の事業を中心に回

復基調となり、前年と比べて３,６７１千円増の５９,３７８千円となりまし

た。 

また、地域住民等との交流では、１１月３日に城下町東広場で「ねんりん秋

市」を開催し、昨年度に引き続き、阪谷小学校児童が参加した野菜販売ブース

や児童による星空プレゼンテーションも行われ大いに盛り上がりました。 

さらに、コロナ禍でここ２年自粛していた事業も再開しました。昨年７月２

１日から８月２日に市内児童４２名が参加して「ふるさとクラブ」を開催、１

０月２日には、荒島保育園児１０名を招待して「栗の里」グループによる栗拾

いイベントを開催し地域交流と情報発信を図りました。 

 

※実施している独自事業 

刃物研ぎ、ねんりん楽校、ふるさとクラブ、ねんりん工房、花の里クラブ 、 

わら細工の里、栗の里、蕨生加工場、ねんりん茶屋のーそん、ふるさと畑、 

ねんりんの里本店、ねんりん朝市、ねんりんの里ＶＩＯ店、まごころ食堂、 

のーそん工房、ばぁばの工房、ココ・のーそん、さといもの里 

 

４ 安全・適正就業、健康増進活動の推進 

（１）安全・適正就業推進大会の開催 

７月７日に有終会館において大会を開催し、２８名の参加がありました。



大会では、県シ連合の安全就業担当者の講義や大野警察署から安全運転につ

いての講話のほか、安全宣言などを行いました。 

（２）安全意識啓発 

「瓦版」の「安全だより」コーナーでの事故発生状況や作業上の注意事項

を掲載し安全意識の高揚を図るとともに、熱中症予防やヘルメット着用、凍

結転倒防止の励行など適宜安全意識の啓発にも努めています。 

交通安全標語入り立看板コンクールに手づくり看板を応募したほか、全国

シルバー人材センター事業協会（以下「全シ協」という。）主催の安全就業

スローガンにも当センターから３作品を応募したところ、事務局の齋藤主事

の「ただいまと いえる日常 事故ゼロで」が県シ連の推薦作品に選ばれま

した。 

また、４人が１チームとなって交通安全の意識向上を図る、チャレンジ２

５０に４チーム２０名が参加、１０月には県シ連主催のＧＰＳを活用した

「テレマティクスタグ」による安全運転診断に１７名が参加、１２月１４日

には有終会館で年末の交通安全講習会を開催し会員４１名が参加するなど、

安全運転の推進に努めました。 

さらに、道路交通法令改正により１０月から運転者の事前アルコールチェ

ックが義務付けられたことから、当センターではアルコール検知器を新たに

購入し公用車運転手の酒気帯び運転防止の確認を徹底しています。 

（３）安全・適正就業部会員によるパトロールの実施 

屋内・屋外の就業状況について、安全・適正就業部会員による安全・適正

就業パトロールを実施しました。「安全就業チェックリスト」により安全保

護具を着用しているか、就業場所における安全確保がされているかなどの点

検を行っています。 

安全パトロ－ル３９箇所（県シ連との合同パトロールを含む。） 

（４）健康増進活動の推進 

   会員が健康で安心して働けるよう、日常健康管理や体力づくりへ向けた

取り組みを実施しています。今年度は１０月に健康大会を開催し会員２９

名が参加し健康増進に役立つ講義とチェアヨガで体を動かして日頃の健康

への意識改善を図りました。 

（５）新型コロナウィルス感染対策の徹底 

ワークプラザ及び各店舗における除菌、飛沫対策、３密回避に努めたほか、 

「瓦版」やセンターホームページを活用して、会員に継続した感染防止対策



の徹底を呼びかけました。 

 

５ 事業の普及啓発活動 

センター事業の意義を社会に広く周知するため、種々の普及啓発活動を推

進しています。 

（１）広報紙等の発行 

「シルバーアンテナおおの」は、８月と１月に２回発行し、市民の皆さま

にシルバー事業の情報発信を行いました。 

「瓦版」は、２カ月に一度、奇数月に理事会や総務、事業、広報、安全適

正就業、福利厚生の各専門部会からの報告やお知らせ、独自事業の取組みな

どを情報提供しており、会員の皆さまによりわかりやすく見ていただくため、

昨年１１月の第１２７号発行からカラー刷りでお届けしています。 

（２）「目で見るシルバー」の作成 

シルバー事業や各行事での会員の活動を写真で記録として残すとともに、

ワークプラザねんりん内の会議室などに掲示するなど会員の活動状況の紹

介に努めました。 

特に今年度は、３年ぶりに開校した「ふるさとクラブ」での児童の体験活

動の様子や、１１月３日に開催した「ねんりん秋市」での阪谷小学校児童の

活き活きした様子やコメントを紹介しました。 

（３）ホームページ、ＳＮＳの活用 

職員がページの担当を分担し、シルバー人材センターの活動や魅力など

多彩な情報を発信しています。またインスタグラム、フェイスブックにも

取り組み、日々の活動情報等の発信にも努めました。 

（４）各種イベントやボランティア活動への参加 

今年度は、コロナ禍でここ２年行われなかった各種イベントが再開され、

５月２２日の名水マラソン応援ボランティアや１０月８日開催の「ふくい元

気・シルバーフェスタ２０２２イン坂井」、今年２月の冬物語での雪見灯篭

制作ボランティア、三大朝市や冬物語朝市の出店などに積極的に参加しまし

た。 

また、１０月のシルバー普及啓発促進月間においては、１０月２９日に柳

廼社拝殿周辺の草取り清掃ボランティアを実施しました。 



６ 地域班活動推進による会員連帯意識の高揚 

地域班活動については、地域世話人が中心となって、情報の伝達、会員相互

の交流を図り、ボランティア活動などに取り組んでいます。しかしながら今年

度もコロナ禍の影響により、３か所の取組みに留まりました。 

上庄 1～4地区 上庄公民館周辺の清掃 令和４年７月３０日（土）  

大野 1～7地区 有終会館及びワークプラザねんりん周辺の清掃 

 令和４年１０月２日（日）  

大野 8～10地区  城下町東広場の清掃 令和４年１０月３０日（日）  

 

地区懇談会は３年ぶりに、２月１７日から２月２８日までの間で、大野、下

庄、乾側、小山、上庄、富田、阪谷、五箇、和泉地区の延べ９会場で開催しま

した。会員の参加人数は、延１３３人で、参加率は２７．２％で、コロナ禍前

の平成３１年度の実績と比較しますと、１．７ポイント減少となりました。 

 

７ 財源の確保 

シルバー人材センターの主たる運営財源は、正会員・賛助会員の会費と事業

の受取事務費及び補助金から成り立っています。 

（１）会費（会員の拡大） 

   新会員の入会促進の取組みや賛助会員確保のため理事による事業所訪問

を実施しました。 

（２）事務費（事業の拡大） 

一般事業（請負・委託）の受注契約額は、会員の配分金、材料費と受取事

務費で成り立っています。受注の確保や独自事業の開拓、労働者派遣事業の

確保を進めた結果、一般事業の受取事務費はほぼ昨年度と同程度となりま

したが、労働者派遣事業については、コロナ禍の影響により受注が伸びなか

ったことから、受取事務費と労働者派遣事業等受託収益との合計額は、対前

年比で３,１３９千円の減となり、２７,４０５千円に留まりました。 

（３）市への支援要請 

全シ協総会で採択された要請書に基づき、８月１９日に大野市長及び大

野市議会議長に対し補助金等の継続支援について要請活動を行いました。 

（４）適格請求書等保存方式（インボイス制度）への対応 

昨年度からインボイス制度導入に係るシルバー事業への特例措置適用に



ついて、全シ協をはじめ県シ連や全国のシルバー人材センターにより、国や

自民党幹部、政府高官等への要望活動を進めてきましたが、特例措置は認め

られない結果となりました。 

このことから、当シルバー人材センターが今後も持続的で安定した事業

運営が行なえるよう財源の確保を図るため、新年度から受取事務費率を現

行の１０％から１２％に見直すこととし、大野市や民間事業所等へ直接出

向いての説明やお願いの文書により理解を求めるとともに、市民や会員の

皆さまへ「シルバーアンテナ」や「瓦版」による周知を行い受取事務費率の

見直しへの準備を進めました。 

８ 組織の強化 

諸規程に沿った運営や継続した組織活動、意識啓発活動等に重点を置いた

活動を行っています。 

（１）理事会は、７回開催し事業の現状等の把握・検討とセンター事業の推進に

努めました。 

また、各理事が事業所等を訪問し、シルバー事業について説明しながら賛

助会員の加入促進に努めました。 

（２）「総務部会」、「事業部会」、「広報部会」、「安全・適正就業部会」、「福利厚

生部会」の専門部会においては、それぞれ担当業務の企画・運営を行い、シ

ルバー事業の推進に努めました。 

（３）地域班においては、地域世話人が中心となり地区懇談会やボランティア活

動を通して地域班内の会員の交流を図るとともに会員相互の連帯を深めて

います。地区懇談会は、この２年コロナ禍で自粛していましたが、今年度か

ら３年ぶりに再開し会員相互の意見交換を図りました。 

（４）職群班では、会員の共働・共助を基本とした連帯意識の高揚と自主・自立

の実現を図り、安全作業と作業効果を高めるよう取り組んでいます。 

  特に、屋外作業の雪囲い班会議を開催し安全保護具の着装など安全就業基

準についての認識を深めるよう努めました。 

（５）センター行事等への積極的な参加が組織強化につながるとの観点から、ポ

イントカードの制度を推進しました。今年度はコロナ禍で自粛していた行

事も再開したことから、達成ポイントも例年の１０ポイントに戻して実施

しました。ポイント達成者は２４名となり、前年の７ポイント制と同人数

となりました。 



 

９ 関係機関との連携 

これまで全シ協や県シ連等が開催する会議や行事に参加するなど、積極的

に他団体と連携に努めてきました。今年度は、これまでコロナ禍で自粛や中止

となっていた行事や会議等も再開し始めた中で連携や交流を図りました。 

（１）全国シルバー人材センター事業協会関係 

・総 会  令和４年６月２３日 書面による議決権行使 

・シルボンヌ全国大会参加（講演会参加、オリジナル商品展示販売） 

 令和４年１２月２２日 

  ・新任事務局長研修 令和４年８月３０日～８月３１日 

・派遣元責任者講習会 令和４年９月２７日（大阪会場） 

・WEB会議（動画配信期間内に聴講） 

    会員拡大・就業開拓担当者会議 令和４年８月１５日～２８日 

    シルバー事業情報交換会議 令和５年３月３日～２４日 

（２）北信越シルバー人材センター協議会関係 

・定期総会 中止 書面表決書提出 

（３）福井県シルバー人材センター連合関係等 

・総 会  令和４年６月２４日（福井県繊協ビル） 

・理事長会議 

令和４年１０月２７日 

令和５年２月６日（理事長・事務局長合同会議） 

・事務局長会議 

第１回 令和４年６月１３日 

第 2回 令和４年９月１５日 

第 3回 令和４年１０月２４日 

第 4回 令和５年２月１４日 

第 5回 令和５年３月１６日 

・「ふくい元気・シルバーフェスタ２０２２イン坂井」 

令和４年１０月８日（ハートピア春江） 

  ・職員派遣 １名 令和４年１２月 

・トップセミナー 令和４年６月２４日（福井県繊協ビル） 

・安全・適正就業実務担当者会議 



奥越ブロック会議 令和４年６月２２日（永平寺 SC） 

全体会議     令和４年１２月２３日（福井県繊協ビル） 

  ・安全適正就業促進大会 令和４年７月２８日(福井県繊協ビル） 

    ・若手職員研修会 令和４年８月２５日（福井県繊協ビル）（講演と参加） 

・会計・経理担当者研修会 令和５年１月２５日（WEB） 

・労働者派遣業務担当者研修会 令和５年２月２７日（福井県繊協ビル） 

 

（４）その他 

・令和４年６月３日 福井県自治労自治研視察来訪 

・令和４年６月１７日 丹波篠山市シルバー人材センター役職員視察来訪  

・令和４年６月２９日 朝来市シルバー人材センター役職員視察来訪 

・令和４年９月８日 射水市シルバー人材センター会員・職員視察来訪 

・令和４年９月１６日 狛江市シルバー人材センター役職員視察来訪  

・令和４年１１月１８日 四国ブロックシルバー人材センター協議会 

担当者研修会(講演) 

・令和５年２月２８日 石川県シルバー人材センター連合会 

役職員研修会(講演) 

・令和４年８月１８日、２３日 NRI 社会情報システム「ユーザー研修会」

（WEB） 

 


